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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気よりも比重の大きな微燃性ないしは可燃性冷媒を使用する熱交換器により熱交換さ
れた空気をファンにより吹出口から吹き出すヒートポンプ装置のファン駆動回路（１）で
あって、
　前記ヒートポンプ装置から漏洩する冷媒が可燃濃度に達するのを防止する保護装置が当
該ヒートポンプ装置に接続されているのを検知することができないという事象により前記
ファンを運転させる強制運転回路と、
　前記保護装置と連動して作動するリレー（５）と、を備えており、
　前記リレー（５）は、前記保護装置の前記ヒートポンプ装置への接続が検知できない場
合に前記強制運転回路を閉回路とするヒートポンプ装置のファン駆動回路（１）。
【請求項２】
　前記ヒートポンプ装置の運転スイッチ（４）よりも電源側で前記強制運転回路を閉回路
とする、請求項１に記載のヒートポンプ装置のファン駆動回路（１）。
【請求項３】
　空気よりも比重の大きな微燃性ないしは可燃性冷媒を使用する熱交換器により熱交換さ
れた空気をファンにより吹出口から吹き出すヒートポンプ装置のファン駆動回路（１）で
あって、
　前記ヒートポンプ装置から漏洩する冷媒が可燃濃度に達するのを防止する保護装置が当
該ヒートポンプ装置に接続されているのを検知することができないという事象により前記
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ファンを運転させる強制運転回路を備え、
　前記保護装置がヒートポンプ装置に接続されており、前記保護装置が前記ヒートポンプ
装置から漏洩する冷媒を検知していない場合に、前記強制運転回路を開状態にするリレー
（５）を備えているヒートポンプ装置のファン駆動回路（１）。
【請求項４】
　前記保護装置が、前記熱交換器または当該熱交換器に接続される冷媒配管からの冷媒の
漏洩を検知する冷媒センサ（２）である、請求項１～請求項３のいずれか１項に記載のヒ
ートポンプ装置のファン駆動回路（１）。
【請求項５】
　前記保護装置が前記ヒートポンプ装置に接続されていない場合には当該ヒートポンプ装
置を通常運転させない、請求項１～請求項４のいずれか１項に記載のヒートポンプ装置の
ファン駆動回路（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はヒートポンプ装置のファン駆動回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、蒸気圧縮式の冷凍サイクルによって室内の冷暖房を行う空気調和装置においては
、地球温暖化係数の低いＲ３２冷媒の採用が進んでいる。しかし、Ｒ３２冷媒は僅かな可
燃性（微燃性）を有しており、特に、床置き型の室内機の場合、空気よりも比重が大きい
冷媒が漏洩すると床面付近に漏洩冷媒が滞留し、可燃濃度に達する可能性がある。
【０００３】
　漏洩冷媒が滞留して可燃濃度に達するのを防止するために、種々の保護装置または保護
機構（以下、「保護装置」で代表させる）が考えられる。例えば、冷媒回路からの漏洩の
有無を判定するために保護装置としての冷媒センサを室内機内に配置し、この冷媒センサ
が冷媒の漏れを検知すると、室内機に設けられた室内ファンを駆動させて当該漏洩冷媒を
拡散させることが提案されている（例えば、特許文献１～２参照）。特許文献１～２記載
の室内機によれば、漏洩冷媒を送風により拡散させることで冷媒が可燃濃度に達するのを
防止することができ、冷媒漏洩時における室内居住者に対する安全性を確保することがで
きる。
【０００４】
　また、冷媒センサ以外の保護装置として、音や光などで冷媒の漏洩をユーザーに知らせ
る警報器や、漏洩冷媒を含む室内の空気を強制的に室外に排出する換気装置などが考えら
れる。これらの保護装置を単独でまたは組み合わせて用いることで、室内機からの漏洩冷
媒が滞留して空調室の床面などにおいて可燃濃度に達するのを防止することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３７６１９号公報
【特許文献２】国際公開第ＷＯ／２０１５／１９４５９６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、前述した各種の保護装置は室内機に適式に接続されている場合にその機能を発
揮して、漏洩冷媒が可燃濃度に達するのを防止することができるが、室内機との接続がは
ずれた場合には、保護機能を発揮することができず、漏洩冷媒が可燃濃度に達することも
考えられる。なお、本明細書における「接続」には、室内機と保護装置とが有線で接続さ
れている状態だけでなく、無線により互いに通信可能である状態も含まれる。
【０００７】
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　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、保護装置と室内機などのヒー
トポンプ装置との接続がはずれている場合に、万一冷媒が漏洩したとしても漏洩冷媒が可
燃濃度に達するのを防止することができる、ヒートポンプ装置のファン駆動回路を提供す
ることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のヒートポンプ装置のファン駆動回路（以下、単に「ファン駆動回路」ともいう
）は、
（１）空気よりも比重の大きな微燃性ないしは可燃性冷媒を使用する熱交換器により熱交
換された空気をファンにより吹出口から吹き出すヒートポンプ装置のファン駆動回路であ
って、
　前記ヒートポンプ装置からの漏洩冷媒が可燃濃度に達するのを防止する保護装置が当該
ヒートポンプ装置に接続されているのを検知することができないという事象により前記フ
ァンを運転させる強制運転回路を備えている。
【０００９】
　本発明のファン駆動回路は強制運転回路を備えており、当該強制運転回路により、ヒー
トポンプ装置からの漏洩冷媒が可燃濃度に達するのを防止する保護装置が当該ヒートポン
プ装置に接続されているのを検知することができないという事象によりファンを運転させ
る。すなわち、冷媒センサなどの保護装置とヒートポンプ装置との接続がはずれており当
該保護装置の保護機能が発揮できない場合に、フェールセーフでファンを強制運転させる
ように構成されている。これにより、保護装置とヒートポンプ装置との接続がはずれてい
る状態で万一冷媒が漏洩したとしても、ファンの強制運転により漏洩冷媒を拡散させ、当
該漏洩冷媒が空調室の床面などで滞留して可燃濃度に達するのを防止することができ、冷
媒漏洩時における室内居住者などに対する安全性を確保することができる。なお、本明細
書における「ヒートポンプ装置」とは、冷媒と熱交換器を用いて熱の移動を行う装置のこ
とであり、前述した空気調和機の室内機だけでなく、当該空気調和機の室外機、給湯を行
う給湯機などを含む概念である。
【００１０】
（２）前記（１）のファン駆動回路において、前記ヒートポンプ装置の運転スイッチより
も電源側で前記強制運転回路を閉回路とすることができる。この場合、ヒートポンプ装置
が運転状態にあるか否かに関わらず、保護装置が当該ヒートポンプ装置に接続されている
のを検知することができないという事象によりファンを運転させることで、保護装置とヒ
ートポンプ装置との接続がはずれている状態で万一冷媒が漏洩したとしても、ファンの強
制運転により漏洩冷媒を拡散させ、漏洩冷媒が空調室の床面などで滞留して可燃濃度に達
するのを常時防止することができる。
【００１１】
（３）前記（１）又は（２）のファン駆動回路において、前記保護装置がヒートポンプ装
置に接続されている場合に前記強制運転回路を開状態にするリレーを備えることができる
。この場合、保護装置がヒートポンプ装置に接続されている正常な状態では、強制駆動回
路を開閉制御することができる。
【００１２】
（４）前記（１）～（３）のファン駆動回路において、前記保護装置を、前記熱交換器ま
たは当該熱交換器に接続される冷媒配管からの冷媒の漏洩を検知する冷媒センサとするこ
とができる。この場合、冷媒センサとヒートポンプ装置との接続がはずれており当該冷媒
センサの機能が発揮できない場合に、フェールセーフでファンを強制運転させるので、万
一冷媒が漏洩したとしても、ファンの強制運転により漏洩冷媒を拡散させることで当該漏
洩冷媒が空調室の床面などで滞留して可燃濃度に達するのを防止することができことがで
きる。
【発明の効果】
【００１３】



(4) JP 6876375 B2 2021.5.26

10

20

30

40

50

　本発明のファン駆動回路によれば、保護装置とヒートポンプ装置との接続がはずれてい
る場合に、万一冷媒が漏洩したとしても漏洩冷媒が可燃濃度に達するのを防止することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明のファン駆動回路の一実施形態の説明図(電源投入前)である。
【図２】本発明のファン駆動回路の一実施形態の説明図（室内機停止中、センサ未検知）
である。
【図３】本発明のファン駆動回路の一実施形態の説明図（室内機停止中、センサ検知）で
ある。
【図４】本発明のファン駆動回路の一実施形態の説明図（室内機停止中、センサ非接続）
である。
【図５】本発明のファン駆動回路の一実施形態の説明図（室内機運転中、センサ未検知）
である。
【図６】本発明のファン駆動回路の一実施形態の説明図（室内機運転中、センサ検知）で
ある。
【図７】本発明のファン駆動回路の一実施形態の説明図（室内機運転中、センサ非接続）
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明のファン駆動回路を詳細に説明する。なお、本発
明はこれらの例示に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって示され、特許請求
の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される。
　図１は、本発明の一実施形態に係るファン駆動回路１の説明図であり、ヒートポンプ装
置である室内機および保護装置としての冷媒センサ２にそれぞれ電源が投入される前の状
態のファン駆動回路１を示している。図２～４は、室内機および冷媒センサ２に電源が投
入されているが、室内機の運転が停止中のファン駆動回路１の説明図である。図５～７は
、室内機および冷媒センサ２に別電源が投入されており、室内機が運転中のファン駆動回
路１の説明図である。
【００１６】
　本実施形態に係るファン駆動回路１は、室内機および室外機を備えた空調機ないしは空
気調和機における当該室内機内に設けられる室内ファンを駆動させる回路である。室内機
は、前記室内ファン以外に熱交換器などを備えており、当該熱交換器により熱交換された
調和空気を前記室内ファンにより吹出口から吹き出す。熱交換器は空気よりも比重の大き
な微燃性ないしは可燃性冷媒である、例えばＲ３２冷媒を使用して室内ファンにより機内
に吸い込まれた空気との熱交換を行う。　
【００１７】
　本発明のファン駆動回路は、微燃性ないしは可燃性の冷媒が熱交換器または当該熱交換
器に接続された冷媒配管から漏洩し、漏洩した冷媒が、室内機が配設されている居室など
の空調室の床面などに滞留して可燃濃度に達するのを防止する回路である。したがって、
本発明のファン駆動回路は、漏洩した冷媒が床面などに滞留する可能性が比較的大きいと
考えられる床置き型の室内機に好適に適用することができるが、本発明はこれに限定され
るものではなく、例えば天吊り型の室内機や、壁掛け型の室内機など他の室内機、さらに
は室外機や給湯機など他のヒートポンプ装置にも適用することができる。また、人が滞在
する居室の空調を行う室内機だけでなく、サーバールームやクリーンルームなど主として
機械や機器が配設された空間の空調を行う室内機にも適用することができる。
【００１８】
　ファン駆動回路１と冷媒センサ２とは有線または無線により互いに通信可能に接続され
ている。無線による通信としては、例えば赤外線を利用して通信を行うことができる。冷
媒センサ２は、例えば熱交換器の下方、または当該熱交換器と冷媒配管との接続部の下方
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など室内機内に設けることができるが、冷媒が漏洩した場合に当該冷媒が滞留すると想定
される空調室内の適宜の場所に設けることもできる。後者の場合、通常、冷媒センサ１と
室内機とは無線により互いに通信可能に接続される。
　本実施形態における冷媒センサ２は、冷媒を検知すると、当該冷媒センサ２の接点２ａ
が開き、冷媒センサ２を含む回路を開状態にする（図３参照）。
【００１９】
　ファン駆動回路１は、冷媒センサ２が室内機に接続されているのを検知することができ
ないという事象により室内ファンのファンモータ３を運転させる強制運転回路を備えてい
る。前記強制運転回路は、室内機の運転スイッチ４よりも電源側で閉回路とすることがで
きる。具体的に、強制運転回路は、運転スイッチ４よりも電源側において冷媒センサ２、
ファンモータ３および第１リレー５を含む閉回路とすることができる。
【００２０】
　第１リレー５は冷媒センサ２と連動して作動する。第１リレー５は、室内機の運転スイ
ッチ４よりも電源側でファンモータ３を含む閉回路を構成するｂ接点５ａを備えている。
また、ファン駆動回路１は、第２リレー６を備えている。この第２リレー６は、室内機の
制御側のリレーであり、通電されることで「閉」となるａ接点６ａを備えている。リモコ
ンなどの操作により室内機、すなわち空調機の運転スイッチ４が「入」の状態になると、
当該空調機におけるマイコンなどの制御部の指示により接点７が閉じられ、これにより第
２リレー６が通電される。第２リレー６が通電されると、当該第２リレー６のａ接点６ａ
は閉状態となり、ファンモータ３は室内機の通常の制御に従い駆動する（図５参照）。
【００２１】
〔室内機停止中のファン駆動回路〕
　図２は、室内機および冷媒センサ２に電源が投入されているが、室内機の運転が停止中
であり、かつ、冷媒センサ２は冷媒を検知していない状態を示している。
　室内機の運転が停止している状態において、図３に示されるように、冷媒センサ２が冷
媒を検知すると、前述したように当該冷媒センサ２の接点２ａが開き、第１リレー５は非
通電状態になる。第１リレー５が非通電状態になると、当該第１リレー５のｂ接点５ａは
閉じられ、室内機は、マイコン制御による通常の運転は停止中であるが、ファンモータ３
が駆動して室内ファンは強制運転させられる。このため、室内機が運転停止中であっても
、冷媒センサ２が漏洩冷媒を検知すると室内ファンが強制運転させられるので、漏洩した
冷媒を拡散させることができ、漏洩冷媒が空調室の床面などで滞留して可燃濃度に達する
のを防止することができる。
【００２２】
　本実施形態では、室内機の運転停止中に冷媒センサ２が冷媒を検知した場合だけでなく
、室内機の運転停止中に冷媒センサ２と室内機との接続が外れて当該接続を検知すること
ができないという事象になり、冷媒センサ２による漏洩冷媒の検知機能が発揮できない場
合でも、室内ファンを強制運転させることができる。具体的に、図４に示されるように、
冷媒センサ２が室内機から外れると第１リレー５は非通電状態になる。第１リレー５が非
通電状態になると、当該第１リレー５のｂ接点５ａは閉じられ、室内機は運転停止中では
あるが、ファンモータ３が駆動して室内ファンは強制運転させられる。
【００２３】
　本実施形態に係るファン駆動回路は、室内機の運転停止中でも、フェールセーフにより
安全側に働くように構成されている。これにより、冷媒センサ２と室内機との接続が外れ
ている状態で万一冷媒が漏洩したとしても、室内ファンを強制運転させることで漏洩冷媒
が空調室の床面などで滞留して可燃濃度に達するのを防止することができる。その結果、
冷媒漏洩時における室内居住者や室内に配設されている機械および機器類の安全性を確保
することができる。
【００２４】
〔室内機運転中のファン駆動回路〕
　図５は、室内機が運転中であり、かつ、冷媒センサ２が冷媒を検知していない状態にお
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けるファン駆動回路１を示している。前述したように、リモコンなどの操作により室内機
、すなわち空調機の運転スイッチ４が「入」の状態になると、当該空調機におけるマイコ
ンなどの制御部の指示により接点７が閉じられ、これにより第２リレー６が通電される。
第２リレー６が通電されると、当該第２リレー６のａ接点は閉状態となり、ファンモータ
３は室内機の通常の制御に従い駆動し、また室外機における圧縮機の運転も可能な状態に
なる。
【００２５】
　室内機が運転している状態において、図６に示されるように、冷媒センサ２が冷媒を検
知すると、前述したように当該冷媒センサ２の接点２ａが開き、第１リレー５は非通電状
態になる。第１リレー５が非通電状態になると、当該第１リレー５のｂ接点５ａは閉じら
れ、室内ファンは通常制御による運転モード（図５）から強制運転モードに切り替えられ
る。このため、例えば室内機が通常制御による運転モードにより「風速小」の状態で運転
されていたとしても、冷媒センサ２が漏洩冷媒を検知すると室内ファンが、例えば「風速
大」の状態で強制運転させられるので、漏洩した冷媒を拡散させることができ、漏洩冷媒
が空調室の床面などで滞留して可燃濃度に達するのを防止することができる。
【００２６】
　本実施形態では、室内機の運転中に冷媒センサ２が冷媒を検知した場合だけでなく、室
内機の運転中に冷媒センサ２と室内機との接続が外れて当該接続を検知することができな
いという事象になり、冷媒センサ２による漏洩冷媒の検知機能が発揮できない場合でも、
室内ファンを強制運転させることができる。具体的に、図７に示されるように、冷媒セン
サ２が室内機から外れると第１リレー５は非通電状態になる。第１リレー５が非通電状態
になると、当該第１リレー５のｂ接点５ａは閉じられ、室内ファンは通常制御による運転
モード（図５）から強制運転モードに切り替えられ、強制運転させられる。なお、冷媒セ
ンサ２と室内機との接続が外れた状態では、接点７は「開」状態になり圧縮機の運転はで
きない。
【００２７】
　本実施形態に係るファン駆動回路１は、フェールセーフにより安全側に働くように構成
されている。これにより、冷媒センサ２と室内機との接続が外れている状態で万一冷媒が
漏洩したとしても、室内ファンを強制運転させることで漏洩冷媒が空調室の床面などで滞
留して可燃濃度に達するのを防止することができる。その結果、冷媒漏洩時における室内
居住者や室内に配設されている機械および機器類の安全性を確保することができる。
【００２８】
　本実施形態に係るファン駆動回路１は、保護装置としての冷媒センサ２が室内機に接続
されておれば空調機を通常運転させることができるが、冷媒センサ２が室内機に接続され
ていなければ空調機を通常運転させることができないように構成されている。また、冷媒
センサ２が漏洩冷媒を検知していない状態では室内ファンは通常制御により運転させられ
るが、冷媒センサ２が漏洩冷媒を検知すると室内ファンは強制運転させられるように構成
されている。これにより、漏洩冷媒が可燃濃度に達するのを防止することができる。
【００２９】
〔その他の変形例〕
　本発明は前述した実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲内において種々
の変更が可能である。
　例えば、前述した実施形態では、保護装置として冷媒センサを採用し、この冷媒センサ
によって室内機からの漏洩冷媒が検知されると室内ファンを強制運転させて漏洩冷媒を拡
散させるようにしているが、保護装置としては、かかる冷媒センサ以外に、例えば漏洩冷
媒を検知すると音や光などで冷媒の漏洩をユーザーに知らせる警報器や、漏洩冷媒を含む
室内の空気を強制的に室外に排出する換気装置を用いることもできる。冷媒センサ、警報
器および換気装置は、単独で用いることもできるし、また、２つ以上を組み合わせて用い
ることもできる。
【００３０】
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　保護装置として警報器を用いる場合も、換気装置を用いる場合も、警報器または換気装
置とヒートポンプ装置との接続が外れると、それぞれの機能を発揮することができず、前
者の場合は、漏洩冷媒の存在をユーザーに知らせることができず、後者の場合は、漏れた
冷媒が存在している空調室の空気を外部に排出することができない。しかし、本発明のフ
ァン駆動回路では、警報器または換気装置とヒートポンプ装置との接続が外れた場合に、
フェールセーフでヒートポンプ装置のファンを運転させる強制運転回路を備えている。こ
のため、警報器または換気装置とヒートポンプ装置との接続がはずれている状態で万一冷
媒が漏洩したとしても、漏洩冷媒が空調室の床面などで滞留して可燃濃度に達するのを防
止することができ、冷媒漏洩時における室内居住者などに対する安全性を確保することが
できる。また、換気装置や警報器がヒートポンプ装置に接続されている状態で当該ヒート
ポンプ装置の運転が可能であるので、冷媒の漏洩を抑制することができる。
【符号の説明】
【００３１】
　１　：ファン駆動回路
　２　：冷媒センサ
　２ａ：接点
　３　：ファンモータ
　４　：運転スイッチ
　５　：第１リレー
　５ａ：ｂ接点
　６　：第２リレー
　６ａ：ａ接点
　７　：接点

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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